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概 要

全般検査において作成した変状展開図より、トンネルの安定性に対する健全度を診
断するとともに、打音調査必要箇所が明示され、打音調査の結果を入力すると、はく
落に対する健全度が診断できます。また、個別検査段階において、ひび割れパター
ンや、地形・地質といった情報から外力に対する変状原因を推定することができます。

「トンネル健全度診断システムTUNOS」は、『鉄道構造物等維持管理標準・同解説
（構造物編 トンネル）』に準拠し、全般検査段階における健全度診断と、個別検査段
階における健全度診断、変状原因推定および対策工の提案の大部分を自動的に行
い、トンネル検査業務をアシストします。

使用イメージ

標準画面（変状展開図）

工期と工費 条件により工期・工費は変わります。詳細は別途ご相談ください。

問 合 せ 先 トンネル研究室 TEL：042-573-7266 FAX ：042-573-7248

＜検査・診断＞

トンネル健全度診断システム（TUNOS）
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